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東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A 
2019年度報告書 《オリンピックと音楽》 
私自身の講演原稿を、当日、時間の関係で割愛した部分も復元した「完全版」の形で掲載す
るとともに、学生の皆さんが授業内や研究成果発表会で披露してくれた研究成果を可能な
限り寄せてもらい、一同に集めることができた。当日の演奏自体は残念ながら収録すること
が叶わなかったが、それに向けて制作されたフライヤーとプログラム冊子をご覧いただけ
れば、それらも含めて今回の共同研究の成果を形作っていることが実感されるであろう。
ただその一方で、今回の共同研究が、日本近代音楽館のレクチャーコンサートの企画と
連動する形で展開されたことが、共同研究全体の方向性にとって一定の制約となった面が
あることも否定できない。本論集の目次をみて、「オリンピックと音楽」というテーマから
想像されるものとはだいぶ違っているという印象をいだいた方も多いのではないだろうか。
「オリンピック」というテーマは文化や芸術を考える上でかなり多彩な切り口を提供して
くれる大変魅力的なテーマである。それに比して、本論集に収録されている論考は、狭い範
囲に偏っており、オリンピックと直接関係のないものもだいぶ含まれているように、あるい
は感じられるかもしれない。
周知の通り、日本近代音楽館は、近・現代の日本の作曲家の活動に関して日本有数のア
ーカイヴを構築している専門資料館である。今回のレクチャーコンサートも、日本近代音楽
館の企画・主催になるものであるという限りで、近・現代の日本の作曲家の活動に焦点を定
め、これらの人々がオリンピックという行事にどのような形で関わったかという観点から
オリンピックという行事について、また日本の近・現代の音楽シーンにおける音楽家たちの
あり方に考察を加えるということに関心が向かいがちになったのは、ある種自然なことで
あったとも言えるだろう。もちろん、共同研究のテーマとしての「オリンピックと音楽」と
いうテーマ自体にそのような制約を加えるつもりは私自身には全くなかったのだが、結果
的には共同研究全体の方向性が、かなりそういう方向に引っ張られる形になった面がある
ことは否定できない。
しかし考えてみると、「オリンピックと音楽」というテーマが潜在的に相当に多彩な方向
性を孕んでいることを考えれば、これだけの人数、これだけの期間でそれらを網羅した形で
論集にまとめることなどできるわけもない。むしろ日本の近・現代の作曲家を中心的な論点
に据える形で土俵を定めることで、それなりにまとまった論集としての体裁を整えること
ができたという面もあるのではないかと思っている。そのあたりのことについては読者の
方々の忌憚のない評価を待つほかないのだが、冒頭に掲載されている私の講演原稿と関連
させてお読みいただければ、それぞれの学生の皆さんが、私の趣旨をよく理解し、それを補
う形で共同研究を盛り立ててくださった様子を窺い知ることができるのではないだろうか。 
最後に一点、お詫びを申し述べておきたい。この論集は本来言うまでもなく、共同研究
の行われた 2019 年度のうちに刊行されるべきものであったのだが、私のスケジュール管理
の甘さゆえに年度内の刊行に間に合わなくなってしまった。加えて、態勢を立て直そうとし
た矢先にコロナ禍に巻き込まれ、慣れないオンライン授業への対応などに追われているう
ちに、刊行がすっかり後回しになってしまった。次の年度のものとほとんど区別のつかない
ような時期になってしまい、はやくから原稿を揃えて待っていてくれた学生の皆さんに、い
まさら言い訳などしてもしかたのないことだが、ご寛恕いただければ幸いである。
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